
リリースノート 

Ｖ2.2.14 

新機能 
1. オブジェクトの追加 

ひな祭りに関連した 3Dオブジェクト（屏風、ぼんぼり等）を追加しました。 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

Ｖ2.2.13 

修正 
ラボのプログラムが保存されない不具合を修正しました。 

Ｖ2.2.12 

新機能 
1. オブジェクトの追加 

 騎士、兵士、モンスターなどの 3Dキャラクターを追加しました。 

 2Dオブジェクトのボタン、ゲージの種類を増やしたほか、アイコン、「YOU WIN！」

「GAME OVER」等ゲーム終了時に表示できるテキストなどを追加しました。 

 

2. ボタンのテキスト編集用ダイアログ 

ボタン、吹き出しなどに表示するテキストを編集するためのダイアログを追加しました。シー

ン編集画面でボタンや吹き出しのオブジェクトを長押しすると表示されます。 

 

3. micro:bit接続機能の追加 

・ I2C通信用のブロックと、サンプルプログラムを追加しました。 

つくる＞外部とつなごう＞TAMIYAとつないでみよう＞2.コントローラーで動かそう 



 

 

 

・ micro:bitのピンとデータを送受信するブロックを更新しました。 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

Ｖ2.2.10 

新機能 
1. オブジェクトの追加 

 Unity Technologies Japanの公式キャラクターである「ユニティちゃん」と仲間のキャラ

クター、Unityちゃんの歌と音声せりふを追加しました。 

© Unity Technologies Japan/UCL 

 バレンタインデー関連の 2Dオブジェクトを追加しました。 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

Ｖ2.2.9 

新機能 
1. オブジェクトの追加 

ドラゴンなど新たに３体のモンスターと、3Dテキストを追加しました。 

 

2. せりふブロックの色調整 

せりふ表示用のブロックの色を変更し、テキスト表示用のブロックと判別しやすくしました。 

 

3. 速度改善 

動作速度を改善しました。 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 



 

 

 

Ｖ2.2.8 

新機能 
1. クラスロッカー 

クラスロッカーの共有読み込みを修正しました。また、サムネイル設定を修正しました。 

 

2. 背景の陰 

背景の影を修正しました。 

 

3. 速度改善 

動作速度を改善しました。 

Ｖ2.2.7 

新機能 
1. お正月オブジェクトの追加 

お正月にちなんだ BGM、着せ替え、グリーティングカードの台紙や飾りを追加しました。 

カードに飾りを配置し、文章を入力して年賀状を作ることができます。カードや飾りはオブジ

ェクト追加画面の「ツール」にあります。 

 

2. エフェクトの追加 

2Dエフェクトを追加しました。カードの装飾として利用することができます。 

オブジェクト追加画面の「エフェクト 2D」タブに入っています。 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

Ｖ2.2.6 

新機能 
1. クリスマスオブジェクトの追加 



 

 

 

クリスマスにちなんだオブジェクト、BGM、着せ替え、グリーティングカードの台紙や飾りを

追加しました。例えばカードに飾りを配置し、文章を入力してグリーティングカードを作るこ

とができます。カードや飾りはオブジェクト追加画面の「ツール」にあります。 

 

2. ブロックの追加 

せりふの表示を変更できるブロックを追加しました。せりふカテゴリーの中にあります。 

[  ]のせりふ 速度[  ] 間隔[  ] 大きさ[ ] 

 

3. モーションの追加 

防御、パリィモーションを追加しました。 

 

4. プログラムのサムネイルを追加 

ロッカーのプログラムや公開プログラムにサムネイルを表示できるようになりました。シーン

編集画面、または実行画面のカメラボタンでスクリーンショットを撮影し、サムネイルにする

ことができます。 

 

5.カメラリセットボタンの追加 

シーン編集画面にカメラリセットボタンを追加しました。ボタンをクリックすると、カメラ位

置が初期位置に戻ります。 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

Ｖ2.2.5 

新機能 
1. ロッカーからの新規作成 

ロッカー（およびクラスロッカー）から、プログラムを新規作成できるようになりました。ロ

ッカー画面右下の「新規作成ボタン」から作成できます。 

 

2. 着せ替え追加 

マイの着せ替えを追加しました。 



 

 

 

 

3. ブロック追加 

ヒンジ接続を解除するブロックを追加しました。「物理」カテゴリーに入っています。 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

Ｖ2.2.4 

新機能 
1. ゲームコントローラー接続用ブロック、ラボの追加 

ゲームコントローラーを簡単に接続して、キャラクターなどを動かすためのブロックと、サン

プルプログラムの入ったラボを追加しました。 

ラボへの遷移：つくる＞新しい機能＞25.コントローラーが使えるよ！ 

 

2. グラフィック設定の追加 

グラフィック設定に影の設定を追加しました。 

また、低～最高の選択肢で一括設定できるようにしました。従来通りカスタム設定で細かく設

定することも可能です。 

 

3. 画面レイアウトの調整 

検索画面の作品表示数が画面サイズに応じて増えるようにしました。 

 

4. トップへ戻る追加 

プログラム変更中、画面左上のボタンからトップへ戻れるようになりました。 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 



 

 

 

Ｖ2.2.3 

新機能 
1. こーじさんの 3Dモデルを追加 

Unityの物理エンジンを利用した実験動画が人気の YouTuberこーじさんが 3Dモデルに加わり

ました。 

 

2. micro:bitラボを追加 

micro:bitで動作する TAMIYAのマイコンロボット（クローラータイプ）をMind Renderで操

作するラボを追加しました。 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

Ｖ2.2.2 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

Ｖ2.2.0、Ｖ2.2.1 

新機能 
1. クラスロッカー機能（有料）の追加 

他の人を招待して共同で利用できるクラスロッカー機能(有料)を追加しました。 

 

2. 画面遷移の変更 

画面遷移を変更しました。 

・公開作品の検索画面へはタイトル画面の「作品」から遷移できます。 

・プログラム編集中にタイトル画面に戻りたいときは、「設定」アイコンを選択して表示され

る設定画面で「タイトルへ戻る」ボタンを押します。 



 

 

 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

Ｖ2.1.32 

新機能 
1. オブジェクトの追加 

月面の背景や、ローバー、月面基地のオブジェクトを追加しました。 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

Ｖ2.1.31 

新機能 
1. micro:bitラボの追加 

micro:bitを使ったゲームを追加しました。 

ラボ＞外部とつなごう＞micro:bitで遊んでみよう＞2. 飛べ！エムアール・ワン！ 

 

2. オブジェクトの追加 

海底の背景、潜水艦オブジェクト、花火のエフェクトを追加しました。 

 

3. 検索画面等のレイアウト改善 

検索、ランキング、ロッカーの画面レイアウトを変更し、一度により多くのプログラムが表示

されるようにしました。。 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 



 

 

 

Ｖ2.1.30 

新機能 
1. SPIKETM App3対応とラボの追加 

SPIKE App3に対応しました。 

また、レゴ®SPIKETMと接続して色々な実験ができるラボを追加しました。センサー値を取得し

たり、SPIKEハブの LEDに文字や図形を表示したりするためのサンプルプログラムが入ってい

ます。（ラボ＞外部とつなごう＞SPIKE＞SPIKEを操作しよう） 

 

2. タップでオブジェクトを追加 

プログラム実行中に、タップした座標を取得できる機能を追加しました。これにより、画面を

タップ（クリック）した位置にオブジェクトを追加することができるようになりました。 

 

3. MMLを使いやすく 

音階をドレミで入力し、プログラムに保存できるようになりました。 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

Ｖ2.1.29 

新機能 
1. Raspberry Piラボと命令ブロックの追加 

Raspberry Piで作った車やロボットアームを動かすラボと命令ブロックを追加しました。 

ラボ＞外部とつなごう＞Raspberry Piにサンプルプログラムが入っています。 

新しい命令は「IoT」カテゴリーにあります。 

 

2. 動画の追加 

シリーズ動画 2（全 19話）を追加しました。オブジェクトを組み合わせてオリジナルのゲーム

ステージやギミックを作る方法を解説します。 

 



 

 

 

3. オブジェクトの追加 

回転寿司店、寿司などを追加しました。 

 

4. MMLの機能追加 

音色作成画面を追加しました。画面左下の「MML」ボタンから表示できます。 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

Ｖ2.1.28 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

Ｖ2.1.27 

新機能 
1. MML対応 

変数ブロックにMML形式で音程や長さなどを入力し、曲を再生できるようになりました。 

ラボ＞新しい機能＞「18.MML再生が追加されたよ」にサンプルが入っています。 

 

2. 命令ブロックの追加 

カメラカテゴリーに、新しいカメラ命令を追加しました。 

・枠線強調[on|off] 太さ[ ] カラー[ ] R[ ] G[ ] B[ ] 強さ[ ] 

  オブジェクトの輪郭を強調できます。 

・カメラの衝突回避 

  カメラが障害物を回避するようになります。 

 

3. オブジェクトの追加 

中に入れる家を追加しました。（家 3、家 4） 



 

 

 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

Ｖ2.1.26 

新機能 
1. オブジェクトの追加 

農場や、車の種類を追加しました。また登れる階段を追加しました。 

 

2. 命令ブロックの追加 

カメラカテゴリーに、座標指定が可能なマウス操作カメラや、ズーム操作のブロックを追加し

ました。 

・マウス操作カメラを[ ]の X[ ] Y[ ] Z[ ]につける 画面位置 X[ ] Y[ ] 

・カメラのズーム操作[on|off]・端末の[上下の傾き|左右の傾き] 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

Ｖ2.1.25 

新機能 
1. オブジェクトの追加 

扉が開いて中に物を置ける戸棚、冷蔵庫を追加しました。 

 

2. 命令ブロックの追加 

イベントカテゴリーに端末の上下、左右の傾きの値を取得できるブロックを追加しました。 

・端末の[上下の傾き|左右の傾き] 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 



 

 

 

Ｖ2.1.24 
 

新機能 
1.トップ画面のデザイン変更 

トップ画面のデザインが新しくなりました。動画や公開作品、ランキング画面に直接行けるよ

うになりました。 

 

2. オブジェクトの追加 

中に入ることができる家を追加しました。また、家具のオブジェクトを新しくしました。 

 

3. 命令ブロックの追加 

物理カテゴリーにヒンジ接続用のブロックを追加しました。ドアの開閉などに利用できます。 

・[ ]のスプリング[on/off] バネ[ ] ダンバー[ ] 

・[ ]のリミット[on/off] 最小[ ] 最大[ ] 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

Ｖ2.1.23 

新機能 
1.オブジェクトの追加 

象、ライオンなどの陸の生き物、ペンギン、イルカなどの海の生き物、ワシ、カモメなど空の

生き物を追加しました。 

修正 
その他、軽微な不具合を修正しました。 



 

 

 

Ｖ2.1.22 

新機能 
1.動画を追加 

「動画と一緒に作ろう」ラボのシリーズ動画（13～26話）を追加しました。 

 

2.SPIKEブロックを追加 

レゴ®SPIKE™用のブロックを追加しました。 

サンプルプログラムは、ラボ＞外部とつなごう＞1. 車を運転しよう をご覧ください。 

＊従来の Python版は「2. 車を運転しよう」に移動しました。 

修正 
その他、軽微な不具合を修正しました。 

Ｖ2.1.21 

修正 
動画再生に時間がかかる不具合を修正しました。 

その他、軽微な不具合を修正しました。 

Ｖ2.1.20 

新機能 
1. ランキング機能を追加 

ロッカーにログイン後、「ランキング」画面で月間プレイ数といいね数のランキングを見るこ

とができます。 

 

2. ゲームランキング機能を追加 

スコアを送信するブロックを使用し、ゲーム内ランキングを作成することができます。 

 

3. お知らせ機能を追加 



 

 

 

新機能の紹介などをお知らせする機能が追加されました。 

 

4. オブジェクトの追加 

モンスター、動物、武器、素材、食べ物などを追加しました。 

 

5. 自動ログイン機能を追加 

アプリ起動時にロッカーに自動ログインできるようにしました。 

設定＞一般タブ＞自動ログインで選択できます。 

 

6. 数値入力パネル 

設定＞一般タブ＞数字キーパッドで選択できます。 

 

7. 命令ブロックの追加 

物理エンジンの精度を設定できる命令ブロックを追加しました。（「物理」カテゴリ） 

 物理エンジンの精度【  】 

 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

Ｖ2.1.19 

新機能 
1. 日本をテーマにしたオブジェクトを追加 

「日本」をテーマにしたオブジェクトや関連するモーションを追加しました。 

・ 刀 4 種類（武蔵、脇差し、短刀、竹刀） 

・ 背景 2 種類（江戸、屋敷） 

・ モーション 10 種類（斬る、回避、ヒット、ダウン） 

 

2. 装備の当たり判定を追加 

刀など装備品に当たり判定を追加しました。関連する命令は次の通りです。 

・ [イベント命令]  [  ] の [部位] 装備と [  ] が接触したら 



 

 

 

キャラクターの装備が相手に接触した時にプログラムを実行します。 

・ [イベント命令]  [  ] の [部位] 装備と [  ] グループが接触したら 

キャラクターの装備が相手グループに接触した時にプログラムを実行します。 

・ [アクション命令] [  ] の装備 位置 [部位] 当たり判定 [(on|off)] 

装備に当たり判定を設定できます。(持つ手の選択、判定のオンオフ） 

 

3. フォントの追加 

ゲームクリア、ゲームオーバーなどの表示に使用できるフォントを追加しました。縁取りと塗

りつぶしの色は変更できます。このフォントを使用する場合は、次の命令を使います。 

[せりふ命令]  [  ] を [  ] に表示 文字 [ ] ふち [ ] 大きさ [ ] 

 

4. 「動画と一緒に作ろう」に新しい動画を追加 

一話完結動画に 9 本、シリーズ動画に 12 本の動画を追加しました。 

 

5. ヒント項目の表示のカスタマイズ 

ヒントの各項目の名前を変更したり、お気に入り登録ができるようになりました。 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

Ｖ2.1.18 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

Ｖ2.1.17 

新機能 
1. オブジェクトをタップ(クリック)で配置 

シーン編集画面で、任意の位置をタップ(クリック)してオブジェクトを追加できるようになりま

した。 



 

 

 

1. シーン編集画面で左上の「BG設定」アイコンを押下 

1. 「BG設定」画面が表示されるので、画像部分をタップ(クリック) 

2. 表示される画面で、オブジェクトを選択 

3. シーン編集画面の任意の位置をタップ（クリック）するとオブジェクトが配置される 

 

2. オブジェクトの複数選択 

一度に複数のオブジェクトを選択できるようになりました。まとめて削除したり、物理設定を

コピーすることができます。 

＜複数選択＞ 

 画面左上の「複数選択」アイコンを ONにし、オブジェクトをタップ(クリック)します。

オブジェクトの色が変わり、点滅し始めます。 

 キーボードの Ctrl（control）キーを押しながらオブジェクトをタップ(クリック)しても

同様です。 

 いずれの場合も、オブジェクトリスト上でタップ(クリック)しても同様です。 

 

＜範囲選択＞ 

 「範囲選択」アイコンを ONにし、オブジェクトリストで先頭と最後のオブジェクトを

タップ(クリック)すると、その間の全オブジェクトが選択されます。 

 「範囲選択」アイコンを ONにする代わりに、キーボードの Siftキーを押しながら選択

しても同様です。 

 

3. 物理設定のコピー 

オブジェクトの物理設定をコピーして、別のオブジェクトに貼り付けられるようになりまし

た。複数オブジェクトにも一度に貼り付けることができます。 

 

4. シーン編集画面でのグループ設定 

シーン編集画面でグループ設定ができるようになりました。従来通り、ブロック命令で指定す

ることもできます。 

1. エディタ―画面の「拡張」設定で、グループを作成します。 

2. シーン編集画面の右上の「グループ」で作成したグループを選択します。 

3. グループ化したいオブジェクトをオブジェクトリストでタップ(クリック)します。 

4. グループ化されます。 



 

 

 

 

5. オブジェクトの連結設定 

オブジェクトを連結してぶら下げて動かせるようになりました。 

使用例を「新しい機能」ラボの「ニュートンのゆりかご」で紹介しています。 

 

6. ラボの追加 

「動画と一緒に作ろう」ラボを新設しました。動画を見ながらいろいろなゲームを作ることが

できます。 

 

7. 削除確認ダイアログの設定 

オブジェクト削除前の確認ダイアログの表示有無を設定できるようになりました。 

「設定」メニューの「一般」タブ の中にあります。 

デフォルトでは「表示有り」に設定されています。 

 

8. 背景とオブジェクトの追加 

野球場の背景と、バット、グローブ等のオブジェクトを追加しました 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

 

Ｖ2.1.16 

新機能 
1. 詳細画面にエフェクトを追加 

詳細画面でエフェクトの設定を確認・変更できるようになりました。 

 

2. 分身の対象にエフェクトを追加 

分身に関するブロック命令がエフェクト対しても使えるようになりました。 

 

3. プログラムを遊んだ回数の表示 



 

 

 

公開されたプログラムの実行回数をカウントし、ロッカーや検索画面に表示するようにしまし

た。 

 

4. 背景の追加 

背景にサッカースタジアムを追加しました。 

 

5. テキスト表示オブジェクトの追加 

テキスト表示オブジェクトを追加しました。テキストの配置を、左揃え、右揃え、中央揃えか

ら選択できるようになりました。 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

Ｖ2.1.15 

新機能 
1. スプレッドシート取得機能を追加 

Googleスプレッドシートを読み込み、Mind Renderのデータセットとしてデータを利用できる

ようになりました。 

注意：スプレッドシートは、「リンクを知っている全員」が共有できるように設定してくださ

い。 

初めに、変数設定画面で任意のデータセット名を追加します。次に、「設定」ボタンから外部

データ取得画面に遷移し、スプレッドシートの URLとシート名を入力して「読み込む」ボタン

を押します。 

 

2. 設定画面に言語切り替えを追加 

設定画面で言語を切り替えられるようになりました。日本語か英語かを選択できます。 

初期設定では、端末の言語設定に従います。端末の言語が日本語の場合は日本語で、他の言語

の場合は英語で表示されます。 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 



 

 

 

Ｖ2.1.14 

新機能 
1. ブロックの固定表示/一時表示の切り替えピン 

ブロックの固定表示/一時表示をピンで切り替えられるようになりました。 

「ピン」留めすると、ブロックが常に表示されます。 

「ピン」を外すと、ブロックのカテゴリを選択した時だけブロックが表示されます。 

 

2.オブジェクトパラメータのコピー機能を追加 

シーン編集画面で、オブジェクトの座標・角度・大きさを別のオブジェクトにコピーできるよ

うになりました。 

初めに、コピーしたいオブジェクトを表示し、「コピー」アイコンを押します。 

次に、コピー先のオブジェクトを表示し、「貼り付け」アイコンを押します。 

 

3.エフェクトのオブジェクト化 

エフェクトをオブジェクトとして扱えるようにしました。キャラクターなどと同じように動か

したり、力を加えたりすることができます。 

注意：オブジェクトとして扱いたい場合は、オブジェクトの追加画面から追加してください。 

 

4.モーションの追加 

レンとマイにモーションを追加しました（蹴る、斬る、魔法攻撃） 

 

5.プログラムにコメントを送る機能を追加 

公開されているプログラムにコメントを送ることができるようになりました。 

1. ロッカーにログインし、「検索」タブを選択します。表示される検索画面から実行したい

プログラムを選択します。 

2. プログラムの実行画面上部にある「コメント」アイコンを押します。表示される言葉の中

から、最大３つを選びます。 

3. 投稿されたコメントは、検索画面に表示されるプログラムの「コメント」アイコンから見

ることができます。 

 

6.プログラムの説明を書き込める機能を追加 



 

 

 

プログラムの説明を書き込める機能を追加しました。自分のメモや、公開するときの他の人へ

の説明などを書き込むことができます。 

1. ロッカーにログインし、「マイロッカー」タブを選択します。保存されているプログラム

の一覧が表示されます。 

2. 説明を書きたいプログラムの「説明」アイコンを押します。別画面が開くので、説明を書

き「送信」ボタンを押します。 

3. 説明は、マイロッカー画面や、検索画面の「説明」アイコンから見ることができます。 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

Ｖ2.1.13 

新機能 
1.ブロックの固定表示/一時表示の切り替え 

ブロックの一覧を常に表示するか、カテゴリ選択時のみ表示するかを選択できるようにしまし

た。「設定」アイコンで設定することができます。 
 

2.ブロック削除用ゴミ箱の追加 

ブロック削除用のゴミ箱を追加し、削除される場合は点滅するようにしました。従来通り、ブ

ロックカテゴリまたはブロック一覧の上にドラッグ&ドロップしても削除されます。 

修正 
カメラ関連の不具合を修正しました。 

Ｖ2.1.12 

新機能 
1. インターネット対戦 

インターネット上の相手と対戦するプログラムを作成できるようになりました。ターン制ゲー

ム（じゃんけんなど）にのみ対応しています。 

対戦プログラムの作成に必要な命令ブロックは「対戦」カテゴリに入っています。 



 

 

 

ラボ＞外部とつなごう＞インターネット対戦>ターンバトルを使用 を選択すると、サンプルプ

ログラムで遊ぶことができます。 

 

2. プログラム実行画面の録画 

プログラム実行中に録画できる機能を追加しました。動画を共有することで、他の人のMind 

Renderがインストールされていない端末でもプログラムが動く様子を見てもらうことができま

す。 

プログラムを実行し、A~Dボタンの横にある赤い丸ボタンを押下すると録画が始まります。 

録画したファイルは、ビデオ、ムービー、写真などのフォルダに保存されます。 

「設定」メニューの「キャプチャー」タブで、解像度やフレームレートの設定を変更できま

す。 

 

3. プログラムの公開と検索 

プログラムを他の人に公開したり、公開された他の人のプログラムを検索できるようになりま

した。 

公開：ロッカーの「マイロッカー」タブで、公開したいプログラムの「公開」をチェックしま

す。他の人が検索で見つけられるようになります。 

検索：ロッカーの「検索」タブで、キーワードを入力すると、公開プログラムのうち、タイト

ルやタグにそのワードが含まれる自分や他の人のプログラムが表示されます。 

ロッカーの「ユーザー」タブで名前（ニックネーム）を入力すると、検索結果にあなたの名前

が表示されるようになります。 

注意）検索結果のプログラムは実行のみ可能で、プログラムの中を見たり、保存したりするこ

とはできません。 

 

4. プログラムの評価 

公開プログラムを評価する機能を追加しました。検索結果のプログラムの「いいね」アイコン

を押下します。 

 

5. 新ラボ 

新しいラボを追加しました。 

 ターンバトルをしよう：インターネット対戦のサンプルプログラムです。 

（外部とつなごう＞インターネット対戦>ターンバトルをしよう） 



 

 

 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

 

Ｖ2.1.11 

新機能 
1. 画面デザインの調整 

画面のデザインを全体的に調整しました。（色、ボタン等） 

シーン画面の操作ボタンを整理しました。 

 キャラクター操作ボタン（位置/角度/大きさ変更、やり直し/繰り返し、接地）は、オブジ

ェクトを選択した時に自動表示されるようになりました。 

 グリッド操作ボタンは、グリッドを表示した時に自動表示されるようになりました。 

 

2. 変数の監視機能の追加 

プログラムの実行中に変数、リスト、データセットの値を監視できる機能を追加しました。実 

行画面左上の「監視」ボタンを押すとメニューが表示されます。 

 

3. エフェクトの追加方法の変更 

エフェクトをブロックから直接選択して追加できるようになりました。また、これに伴い、オ 

ブジェクトリストの「オブジェクト追加」ボタンから追加する操作は無くなりました。 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

Ｖ2.1.10 

新機能 
1. 着せ替え機能、装備機能を追加 

一部キャラクターの衣装を着せ替えたり、手に剣や盾などを持てるようになりました。 

 着せ替えができるのはレン、マイ、エムアール 1のみです。 



 

 

 

 オブジェクト詳細画面で衣装や、手に持つオブジェクトを選択できます。 

 

2. サウンドとエフェクトの追加方法の変更 

サウンドとエフェクトをブロックから直接、選択・追加できるようになりました。 

これに伴い「効果」カテゴリのサウンドやエフェクトを追加するブロックが新しくなりまし

た。 

 【  】を表示 位置【  】から X【 】Y【 】Z【 】に 大きさ【 】 

 【  】を鳴らす長さ【 】秒 ループ【 】 

 【  】を鳴らす 位置【  】から X【 】Y【 】Z【 】に ループ【 】 

 【  】の音を停止 

 

3. ブロック説明とヒント動画の連携 

一部のブロック説明から関連するヒント動画を見られるようにしました。説明文の横の「再

生」ボタンを押すと動画が再生されます。 

 

4. 音の追加 

ピアノの音を追加しました。 

 

5. 新ラボ 

新たに 4つのラボを追加しました。 

 ダルマ落とし実験：「こーじ（物理エンジン）」の動画で紹介されたプログラムです。 

 対戦じゃんけん：同じネットワーク上でじゃんけん対戦ができます。 

 レゴ SPIKEで車を運転：SPIKEのブロックで組み立てたハンドルで、Mind Renderの車を

運転できます。（レゴ(R) エデュケーション SPIKE(TM) プライムセットが必要です。） 

 声でクイズに答える：自分の声を学習させて、クイズに答えよう。（音声入力用のデバイ

ス（M5StickC Plus）が必要です。） 
＊ レゴ及び SPIKEは LEGOグループの登録商標もしくは商標です。会社名と製品名は各社の商標もしくは登録

商標です。 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 



 

 

 

Ｖ2.1.9 

新機能 
1. テキスト読み上げ機能の追加 

キャラクターのセリフや、文章を読み上げる機能を追加しました。 

 4つの音声から選べます（男声 2、女声 2） 

 「せりふ」カテゴリの以下のブロックを使用します 

【  】をしゃべる 声【  】 

 サンプルプログラムで使い方を見ることができます 

つくってみよう＞サンプルプログラム＞しゃべってみよう 

 

2. micro:bitの新しいラボ「ボウリングで遊ぼう」を追加 

micro:bitの新しいラボを追加しました。micro:bitを動かすと、Mind Renderの中のボウリン

グのボールが転がりピンを倒せます。 

以下で遊ぶことができます。 

つくってみよう＞何をつくりたい？＞外部とつなごう＞micro:bitで遊ぼう 

 

Ｖ2.1.8 

新機能 
1. 起動後画面の変更 

起動後の流れと画面デザインが新しくなりました。 

・ニュース：バージョンアップの内容を紹介します。 

・つくってみよう：ラボへの入口です。 

・前回の続きから：前回の続きから始める場合はこちらから。 

・ロッカー：ロッカーを開きます。 

 

2. 保存機能の強化 

ラボやロッカーのプログラムを保存ボタンで保存できるようにしました。 



 

 

 

以前のバージョンでは、ラボのプログラムはアプリ終了時にのみ自動保存していましたが、こ

れをいつでも保存ボタンを押して保存できるようにしました。内容を保存しながら作業を進め

ることができるようになりました。 

 

ロッカーのプログラムも保存ボタンを押すだけで保存できるようになりました。 

修正 
micro:bitとの Bluetooth接続を安定させるための改良を行いました。 

軽微な不具合を修正しました。 

Ｖ2.1.7 

新機能 
1.アクションカテゴリーのブロックの整理 

「アクション」カテゴリのブロックの表示順や表現を変更しました。 

 

2.オブジェクトのコピー 

オブジェクトをコピーした時、コピー元オブジェクトのすぐ下に挿入されるようにしました。 

 

3.ブロックの追加 

・【  】が飛ばす【  】を 高さ【 】強さ【 】：相手を自分の正面に飛ばします。 

・【  】と【  】の距離：2つのオブジェクトの距離を計算します。 

 

4.ヒットエリアの色変更 

サーチエリアは青（今までと同じ）、ヒットエリアは赤で表示するようにし、区別しやすくし

ました。 

 

5.画面レイアウトの変更 

変数、シグナル、グループの各設定ボタンの位置を、ブロックカテゴリの下の方に移動しまし

た。 



 

 

 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

Ｖ2.1.6 

新機能 
1. 画面レイアウトの変更 

ブロックのカテゴリを縦表示に変更しました。 

 

2. 統計データ 

グラフ等に利用できる統計データを追加しました。 

1.X/Yカテゴリから変数設定ボタンをクリック 

2.データセットを作成（データセット名を入力し、追加ボタンをクリック） 

3.設定ボタンをクリック 

4.データを選択し、読み込みボタン、追加ボタンをクリック 

5データセットに読み込まれます。 

 

3. ヘルプ動画の追加 

サーチエリアやヒットエリアの設定方法などを解説する動画とサンプルプログラムを追加しま

した。 

 

4. ブロックの追加 

小数点以下の桁数を設定できるブロックを追加しました。指定した位で切り捨てます。 

（演算カテゴリ） 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 



 

 

 

Ｖ2.1.5 

新機能 
1. オブジェクトメニューの常時表示 

オブジェクトの変更、コピー、削除などができるオブジェクトメニューを、オブジェクトリス

トのトップに表示するよう変更しました。選択中のオブジェクトに対して操作ができます。 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

Ｖ2.1.4 

新機能 
1. 共有リンクによるプログラム共有 

共有リンクをコピーして送ることで、他の人とプログラムを共有できるようになりました。お

使いの端末に Mind Renderがインストールされている場合、リンクをクリックするとMind 

Renderが起動し、共有されたプログラムが読み込まれます。 

[操作方法：リンクを送る] 

1. Mind Renderを起動し、マイロッカーにログインします。 

2. 「マイロッカー」タブで、共有したいプログラムに任意の共有コードを設定します。 

（例：sharetest01） 

3. 共有コードの右側に表示される「共有」ボタンを押下します。 

4. 表示される画面で、「リンクをコピーする」ボタンを押下します。青字で記載されている

リンクがコピーされます。 

5. メール、メッセージアプリ、SNSアプリ等に「貼り付け」、共有したい相手に送ります。 

 

[操作方法：リンクからプログラムを読み込む] 

1. リンクをクリックします。 

2. Mind Renderが起動し、プログラムが読み込まれます。 

（お使いの端末に Mind Renderがインストールされていない場合は、反応しません。Mind 

Renderをインストールしてください。） 



 

 

 

 

2. ヘルプ動画の追加 

セリフやテキストの表示方法を説明する動画を追加しました。 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

 

Ｖ2.1.3 

新機能 
1. 録音した音の共有 

自分で録音した音を他の人と共有できるようになりました。共有した音はプログラムで利用す

ることができます。 

[操作方法：自分が録音した音を他の人と共有する] 

1. 初めに音を録音します。オブジェクトリスト右下の「オブジェクト追加」ボタンを押下

します。 

2. オブジェクト画面で「サウンド」タブを選択します。 

3. 左上の「＋」アイコンを選択します。 

4. 表示される画面で録音し、名前を付けます。 

「共有する」チェックボックスにチェックを付け、任意の共有コードを設定します。

（例：sharetest01） 

「保存」ボタンを押下します。 

5. 共有したい相手に、設定した共有コードを伝えます。 

 

作成した音を後から共有することもできます。 

1. オブジェクト画面で「カスタム」タブを選択します。 

2. 共有したい音のアイコンの左上にある「設定」ボタン（スパナの絵）を押下します。 

3. 「共有する」チェックボックスにチェックを付け、任意の共有コードを設定します。

（例：sharetest01） 

「保存」ボタンを押下します。 

4. 共有したい相手に、設定した共有コードを伝えます。 



 

 

 

 

[操作方法：共有された音を聞く・プログラムで使用する] 

1. オブジェクト画面で「共有」タブを選択します。 

2. 教えてもらった共有コードを入力し、「検索」ボタンを押下します。共有された音のア

イコンが表示されます。 

 

2. ヘルプ動画の追加 

ブロックのコピーなどの基本操作を追加しました。 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

Ｖ2.1.2 

修正 
macOS版で UDP通信が受信できない不具合を修正しました。 

その他、軽微な不具合を修正しました。 

Ｖ2.1.1 

新機能 
1. オブジェクトの着地 

シーン編集画面で、オブジェクトを個別に着地させられるようにしました。 

「着地ボタン」を押すと、選択されている(空中に浮いている)オブジェクトのみが着地します。 

 

2. ヘルプ動画の改善 

動画の読み込み中にインジケータ―を表示するようにしました。 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 



 

 

 

Ｖ2.1.0 

新機能 
1.ヘルプ動画 

「キャラクターを歩かせるにはどうしたらいいの？」「ジャンプさせるプログラムはどうやっ

て作るの？」など、やりたいことから逆引きできるヘルプ動画を追加しました。解説動画を見

ながらサンプルプログラムを使って簡単にプログラムが作れます。 

 

2.録音 

自分で録音した音をプログラムで使えるようになりました。 

 

3.シーン編集画面 

プログラムのシーンを編集する画面を追加しました。オブジェクトを見ながら、座標や角度な

どを調整できるので、オブジェクトの配置や移動がしやすくなりました。 

また、オブジェクトリスト上のアイコンをタップすると、カメラがそのオブジェクトにフォー

カスするようにしました。これにより、シーンの中でオブジェクトを見つけやすくなりまし

た。 

 

4.「ツール」の表示/非表示切替 

シーン編集画面で、「ツール」オブジェクトの表示/非表示を切り替えられるようにしました。

他のオブジェクトがボタン、ジョイパッド等の後ろに隠れていて移動しにくい場合などに非表

示にすることができます。（非表示にしても、プログラムを実行すると表示されます。） 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

Ｖ2.0.8 

修正 
背景「ゾンビの町」が読み込めない問題を修正しました。 

その他、軽微な不具合を修正しました。 



 

 

 

Ｖ2.0.7 

新機能 
1. Mind Renderオリジナルキャラクターの追加 

Mind Renderオリジナルキャラクター、ロボットのMR1が加わりました。 

 

2. アカウント削除ボタンの追加 

ロッカー画面内に「アカウント削除」ボタンを追加しました。 

ボタンをクリックすると、アカウント（ロッカー）が削除されます。 

ロッカーに保存したプログラムも全て削除されます。復旧はできませんのでご注意ください。 

再度ロッカーを使用されたい場合は、改めてアカウントを登録してください。 

アカウント削除後も、Mind Renderは引き続きご利用頂けます。 

 

3. Windows版とmac版でもmicro:bitと接続できるようになりました。（お使いの

Windows PCまたはmacで Bluetooth接続が利用できる必要があります。） 

 

[操作方法] 

1. Mind Render用の hexファイルをMind Renderホームページ

（https://mindrender.jp/）の「ダウンロード」ページからダウンロードします。 

2. ダウンロードしたファイルを展開します。展開したフォルダ内に「microbit-Mind-

Render.hex」ファイルがあることを確認します。 

3. Windows PCまたはmacとmicro:bitとを USBケーブルで接続します。micro:bitがド

ライブとして認識されて、エクスプローラーまたは Finderに表示されます。 

4. 「microbit-Mind-Render.hex」ファイルをmicro:bitにコピー（ドラッグ＆ドロップ）

します。（コピー後の hexファイルはmicro:bitドライブ内に表示されません。）コピ

ーしたら、USB接続を取り外します。 

5. Windowsの設定画面、またはmacのシステム環境設定画面で「Bluetooth」をオンにし

ます。 

6. Mind Render画面でオブジェクトリストの右下にある「追加」ボタンをタップし、表示

される画面の「ツール」タブで「micro:bit」を選択します。 

7. オブジェクトリストにmicro:bitが追加されます。 



 

 

 

8. プログラムの実行画面にmicro:bitの画像が表示され、ライトがダイヤ型に点滅し始めま

す。また、micro:bitの LED画面にチェックマークが表示されます。 

9. プログラムを作成します。micro:bit命令は「micro:bit」カテゴリにあります。 

Ｖ2.0.6 

新機能 
1.Mind Renderオリジナルキャラクターの追加 

Mind Renderオリジナルキャラクター、レン、マイン、テトリ博士を追加しました。 

 

2. 吹き出しの新命令の追加 

命令を追加するだけでキャラクターの頭上に吹き出しが表示できるようになりました。オブジ

ェクトの「吹き出し」を追加しなくても、この命令だけで吹き出しが表示されます。今までの

命令と「吹き出し」オブジェクトも引き続きご使用いただけます。 

 

3.UDP通信のサポート 

Mind Rednerと、UDP通信をサポートする他の機器との間で通信ができるようになりました。

Mind Renderから外部の機器を操作することが可能になります。（両者が同じローカルエリア

ネットワークに接続している必要があります。） 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

Ｖ2.0.5 

新機能 
1. 英語モードの追加 

お使いの端末の言語を日本語以外に設定すると、英語モードで起動します。 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 



 

 

 

Ｖ2.0.4 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

Ｖ2.0.3 

ご注意 
[ロッカーの移動について] 

・ ver.2.0.3では「ロッカー」が新しくなりました。ロッカー登録をされている方は、2021

年 7月 29日までに、旧ロッカーから新ロッカーへ移動していただきますようお願いいたし

ます。 

・ 移動は、Mind Renderアプリをバージョンアップし、新ロッカーに一度ログインして頂く

だけで完了します。詳しくは、下記の手順をご参照ください。 

・ 旧ロッカーに保存されていたプログラムは新ロッカーで引き続きご利用いただけます。 

【移動手順】 

1. Mind Renderを ver2.0.3（またはそれ以降）にバージョンアップします 

2. 「ロッカー」にログインします。 

＊ログイン画面の左下に表示されているバージョン番号が「ver2.0.3

（ver2.0.3.0）」（またはそれ以降）であることをお確かめの上、ログインしてくだ

さい。 

以上で完了です。 

注） 上記手順は、2021年 7月 29日までに行っていただきますようお願い申し上げます。 

 行われなかった場合は、ロッカーが使えなくなります。 

 その場合は、改めて新規登録をお願い申し上げます。同じメールアドレスで登録すること

はできますが、旧ロッカーに保存されていたプログラムは利用できませんので、ご注意く

ださい。 

 

[命令ブロックの処理変更、オブジェクトの設定変更について] 



 

 

 

・ ver.2.0.3では、命令ブロックの処理変更やオブジェクトの設定変更を行いました。これに

より、既存プログラムの動作が変わる場合がありますので、必要に応じて動作をご確認く

ださい。詳細は下記をご参照ください（新機能 4～7）。 

新機能 
1. プログラムの共有機能の強化 

プログラム単位で共有キーを設定できるようになりました（従来はロッカーで 1つの共有キー

のみ設定可能）。これにより、同時に複数の人と、それぞれ別のプログラムを共有することが

できます。複数のプログラムを共有したい場合は、同じ共有キーを設定してください。 

 

2. 全画面表示でのオブジェクト追加、オブジェクト追加位置の変更 

全画面表示にしたままオブジェクトを追加できるようになりました。画面右下のオブジェクト

追加ボタンで追加できます。 

追加オブジェクトは、最後に追加した（または、移動|角度|大大きさ変更ボタンで選択した）オ

ブジェクトの位置に重なって表示されるようになりました。 

 

3. オブジェクト詳細画面でのオブジェクト設定 

オブジェクトの物理設定（物理エンジン ON/OFF、重力の影響 ON/OFF、重さ、通過 ON/OFF

など）をオブジェクト詳細画面でも変更できるようになりました。従来通りプログラムで変更

することもできます。 

 

4. プログラム停止時のリセット 

プログラム停止時にプログラムによって生じた動作をリセットするようにしました。これによ

り、例えば以下のような変更が生じます。 

・ 一度非表示にしたオブジェクトが、「[ ]の表示[ON]」命令なしでも、プログラムを再ス

タートすると表示されます。 

・ 生成された分身が、「[ ]の分身を全て削除」「分身を全て削除」命令なしでも、プログラ

ムを再スタートすると削除されます。 

・ 「[ ]が[ ]の方向へ[ ]秒で向く」命令で方向転換させたオブジェクトが、角度を元に戻

すようプログラムで指定しなくても、プログラムを再スタートすると元の向きに戻りま

す。 



 

 

 

・ 「エフェクトを全て削除」命令なしでも、プログラムを再スタートするとエフェクトが消

えます。 

 

5. 命令の変更 

以下の命令の処理内容を変更しました。 

・ [ ]が[ ]の方向へ[ ]秒で向く：Y軸方向は無視するようにしました。例えば、自分より

も背の高いオブジェクトの方向を向くとき、従来は見上げるように回転しましたが、高さ

を無視して並行に回転するようになります。 

・ [ ]が動く 方向[X|Y|Z] 速度[ ]秒：Y軸方向の動きが設定できるようになりました。

たとえば、方向に Yを指定しオブジェクトをジャンプさせることができます。 

・ [ ]が動く 方向[X|Y|Z] 速度[ ]秒：オブジェクトが動き続けないようにしました。例

えば、ジョイパッドでキャラクターを歩かせるとき、ジョイパッドを動かしている間だけ

歩きます。このため、従来は止める命令（速度を 0に設定した命令）が必要でしたが、こ

れが不要となります。 

・ [ ]を[瞬間的|継続的]な力で回す [相対|絶対]指定 [X|Y|Z]:人のオブジェクトを回すこ

とができるようになりました。 

 

6. 「動く」命令に対応 

ほぼすべてのオブジェクトを「～が動く 方向[ ] 速度[ ]」ブロックで動かせるようになりま

した。(注：道路など一部オブジェクトを除く) 

 

7. エフェクトの再生方法の変更 

「エフェクト[ ]を再生」ブロックで再生する場合のみ再生されるようになりました。（エフェ

クトを追加しただけでは見ることができません。） 

 

8. ブロックの幅調整 

ブロックの中にあるオブジェクト選択ドロップダウンの幅が文字の長さに応じて拡大・縮小す

るようにしました。ブロックの横幅が全体的に狭くなり、見やすくなりました。 

 

9. 利用可能なオブジェクト数の増加 

1つのプログラムで利用可能なオブジェクト数を 99個から 200個に増やしました。 

 



 

 

 

10. デザイン調整 

一部のアイコン、ロッカーのログイン画面などのデザインを変更・調整しました。 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

Ｖ2.0.2 

新機能 
1. 新規コンテンツの追加 

ショートムービー作りに挑戦する「自由研究 5 ショートムービー」を追加しました。 

カメラの座標、角度、動きをプログラムでコントロールして、映画のような迫力ある映像を作

ることができるサンプルプログラムが入っています。 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

 

Ｖ2.0.1 

新機能 
1. 新規コンテンツの追加 

ゲームのプログラムを紹介する「自由研究 4 I/O BOOKSコーナー」を追加しました。 

豊田淳『はじめてのMind Render』（工学社、2021年）収録のサンプル・ゲームを含む 7種

類のゲームが楽しめます。（ドライブ・ゲーム、フライト・ゲーム、ジャンプ・ゲーム、パズ

ル・ゲーム、FPS、シューティング・ゲーム、ゾンビ退治ゲーム） 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 



 

 

 

Ｖ2.0.0 

ご注意 
[命令ブロック、オブジェクトの変更について] 

・ ver.2.0.0では、命令ブロックの統合、およびオブジェクト（モデル、サウンド、エフェク

ト）の一部削除を行いました。 

・ 作成済みプログラムに統合された命令が含まれている場合は黒で表示されます。現時点で

プログラムは動作しますが、将来、動作しなくなる可能性がありますので、必要に応じて

新しい命令に変更してください。 

・ 削除されたオブジェクトが含まれている場合は、オブジェクトリストに黒で表示されま

す。削除されたモデルは暫定的に別のモデルに置き換えられており、サウンドやエフェク

トは再生されません。必要に応じて新しいオブジェクトに変更してください。 

・  

[ｍicro:bitとの接続について] 

・ Mind Renderをｖ2.0.0にバージョンアップすると、micro:bitバージョンアップ版

（micro:bit ver.2）しか接続できなくなります。ご注意ください。 

・ Mind Renderとmicro:bit ver.2を接続する場合は、hexファイルを更新する必要があり

ます。hexファイルは、Mind Render公式サイトからダウンロードしてください。 

新機能 
1. 新規コンテンツの追加 

プログラムを組んでストーリーを進めていくタイプの実験室「探偵ストーリー」を新たに追加

しました。 

 

2. 実験室の見直し 

ラボ 1「自分の部屋をつくろう」を削除しました。その他のラボの表示順を見直し、変更しまし

た。 

3. レイアウト、アイコン類のサイズ調整、ボタンの変更 

レイアウト、アイコン類のサイズ調整、ボタン名称の変更等を行いました。 

 

4. 命令カテゴリ、命令ブロックの整理 

操作性向上のため、命令カテゴリと命令ブロックを見直しました。 



 

 

 

・ 命令カテゴリの基本／応用の区別廃止 

・ カテゴリの統合・分離、名称変更・一部アイコン化 

・ 命令のカテゴリ変更、表示順の見直し 

・ 命令の文言変更、統合（x,y,zをプルダウンで選択。ペン命令、カメラ命令など） 

・ 初期値、入力範囲、表示色の見直し 

・ 命令にヘルプの追加 

・ ジュニア命令セットを廃止し、スタンダード命令セットに統合（「オブジェクト」の最下

段に移動） 

 

5. オブジェクトの表示機能の追加 

操作性向上のため、オブジェクトの表示機能を追加しました。 

・ オブジェクトエリアにフィルター機能を追加。選択した項目（モデル、ツール、サウン

ド、エフェクト、背景）のみ表示可能 

・ オブジェクト追加画面にサブカテゴリ―を追加。選択したサブカテゴリ―のみ表示可能 

・ オブジェクト名称を日本語に変更 

 

6. オブジェクトの詳細画面の追加 

各オブジェクトの設定内容が確認できる詳細画面を追加しました。オブジェクトリストまた

は、オブジェクト追加画面の虫眼鏡アイコンから呼び出せます。 

 

7. サウンド、エフェクトの削除・追加 

サウンド、エフェクトを全体的に見直し、新しい音、BGM、エフェクトを追加しました。ま

た、エフェクトのお試し再生機能を見直しました。 

 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

Ｖ1.1.7 

新機能 
2. 「元に戻す」「やり直し」機能の追加 



 

 

 

プログラムエリアの右下に「元に戻す」「やり直し」ボタンを追加しました。例えば、意図せ

ずブロックにさわってしまい連結が崩れてしまった場合に、元に戻すことができます。 

操作の対象は、同一オブジェクト内のブロック操作（移動、削除、入力等）に限定されます。

オブジェクトの移動・回転、別オブジェクトへのプログラムコピーなどには対応していませ

ん。 

 

3. ロッカー履歴機能の追加 

ロッカー（マイロッカー／共有ロッカー）から読み込んだプログラムが、最大 5つまで端末に

自動保存されるようになりました。これにより、ロッカーのプログラムを編集した後、保存し

ないまま別のプログラムを呼び出してしまった場合などでも、直前の内容を復元できます。 

保存場所は、「実験室」の一番下にある「ロッカー履歴」です。①から古い順に並び、⑤が一

番最近保存されたプログラムです。 

 

3 ロッカーに並べ替えとタグ機能を追加 

ロッカーのプログラムを名前順または日付順で並べ替えができるようになりました。 

また、プログラムにタグ（グループ）を付けることで、表示するプログラムを選択できるよう

になりました。タグ名は英数字で 10文字まで入力できます。 

 

4. 共有ロッカーにインポート機能を追加 

「共有ロッカー」のプログラムをマイロッカーにインポートできるようになりました。 

「共有ロッカー」のインポートしたいプログラムの「インポート」ボタンを押すと、プログラ

ムのコピーが同じ名前で「マイロッカー」に保存されます。 

 

5. コピー機能の強化 

プログラムエリアの中でブロックをコピー&ペーストできるようになりました。 

[操作方法] 

1. コピーしたいブロックを長押し（長めにクリック）します。 

連結したブロックの途中のブロックを長押しした場合は、そこから下のブロックがまと

めてコピーされます。 

2. ブロックの左肩に「Copy」という文字が瞬間表示されると、コピー完了です。 

3. プログラムエリアの空いている場所を長押し（長めにクリック）するとペーストできま

す。 



 

 

 

 

異なるミッションにもペースト可能です。 

 

6. データセット機能の追加 

行と列から成る表形式で変数を定義できるようになりました。 

データセットを扱う命令ブロックは、応用＞変数/表示 の中にあります。 

 

7. ページ分割機能の追加 

プログラムを、複数ページに分けて作成することができるようになりました。プログラムエリ

ア下部にあるボタン①～④で、ページを切り替えられます。 

これにより、指導者が 2～4ページ目を使用してプログラム課題を作成し、生徒が 1ページ目で

課題をプログラミングするといった使い方ができるようになります。 

また、1オブジェクトのブロック数が非常に多くて読み込みに時間がかかる場合、複数ページに

分けると、読み込みが速くなります。 

 

8. 命令の追加（主なもの） 

 「   と追加表示する」：前のメッセージは残したまま、新しいメッセージを次の行に

追加表示。(基本＞変数／表示) 

 「   を項目名   、単位   で表示する」：メッセージに項目名や単位をつけて

表示。(基本＞変数／表示) 

 「自分の相手に   の   を設定」：プログラム実行中に動的に相手を指定可能。(応

用＞ゲーム) 

 

9. オブジェクトの追加 

モデル（キャラクター、食物など）、背景、サウンド、エフェクト（BGM）を追加しました。 

 

10. コンテンツの追加 

プログラムを組んでストーリーを進めていく新しいタイプの実験室「フォレストガール」と

「スペースボーイ」、面白いゲームで遊べる「自由研究 4 Game」を追加しました。 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 



 

 

 

Ｖ1.1.5 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

 

Ｖ1.1.4 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

 

Ｖ1.1.3 

新機能 
1. 命令ブロックの追加 

新しい命令ブロックは、「（基本）イベント」「（基本）コントロール」「（基本）変数／表

示」「（応用）オブジェクト」「（応用）効果」、及び新設の「（応用）ゲーム」に入ってい

ます。 

 

オブジェクトのグループ分け、イベントの送受信、ミッション間の移動、画面上へのテキスト

や変数の表示、オブジェクトを指定した座標に追加などが可能になりました。より多様なプロ

グラムが作成できるようになります。 
 
2. 命令ブロック操作の一部変更 

命令ブロック操作を一部変更しました。画面左側のブロッック一覧から中央のプログラミング

エリアにブロックを持ってくるときは、真横にドラッグするようにしてください。縦の移動

は、ブロック一覧のスクロールになります。 

 

3. 画面の拡大／縮小、回転の操作（カメラ操作）の改善 

・ピンチイン／ピンチアウトで、画面（カメラ）が前後に移動します。 



 

 

 

・二本指での上下／左右スワイプで、画面（カメラ）が回転します。 

・三本指での上下／左右スワイプで、画面（カメラ）がその方向に移動します。 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

Ｖ1.1.2 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

 

Ｖ1.1.0 

新機能 
1. AI機能の追加 

AIの学習結果を追加した車がコースの壁や障害物を避けながら自動運転するコンテンツを追加

しました。障害物の位置を動かしてもある程度避けて走ります。 
 
［操作方法］ 

1. 「実験室」メニューを選択し、「実験室」画面で「自由研究 3」のミッション 1を選

択します。（画面を一番下までスクロールしてください。） 

2. プログラムをスタートすると車が自動運転を始めます。 

車の前方から出ている赤と緑の線はセンサーです。壁や障害物（岩）にぶつかると

赤、センサーの範囲内にぶつかるものがない場合は緑になります。 

3. プログラムをストップし、岩の位置を動かしてみます。動かしたい岩をタップし、岩

の上に矢印が表示されているときに矢印の方向に動かすことができます。前後に動か

しにくい場合は、画面右上の三次元矢印で「ｙ」をタップ、画面をピンチインして、

コース全体を上空から俯瞰すると動かしやすいでしょう。 

4. プログラムをスタートすると、新しい岩の位置で自動運転が再開します。岩の位置に

よっては避け切れずに岩にぶつかることもあります。 

 



 

 

 

この車には、学習させた AIを追加してあります。学習中の様子は、YouTubeでご覧頂けま

す。 

 

2. 「ジュニア」向けコンテンツの改善 

・ コンテンツを「ラボ 6」に移動しました。 

・ 「ジュニア」向けコンテンツで「スタンダード」コンテンツの命令ブロックを利用したり、

「スタンダード」コンテンツで「ジュニア」向けの命令ブロックを利用できるようにしまし

た。 

・ ロッカーにプログラムを保存できるようにしました。 

・ ミッション 2の設定の一部を変更しました。 

 

［操作方法］ 

1. 「実験室」メニューを選択し、「実験室」画面で「ラボ 6」のミッション１または２を選択

します。 

2. 「ジュニア」向け命令に切り替えるには、命令カテゴリの「設定」を選択し、表示される

画面で、「命令セット」ジュニアを選択します。 

3. 「Pat」、「Pat ll」のプログラムを作成します。 

4. 作成したプログラムは、ロッカーに保存することができます。 
 
3. ロッカー共有機能の追加 

ロッカーに保存したプログラムを他の人と共有できる機能を追加しました。プログラミング課

題の配布などにご利用になれます。 

 

[操作方法] 

1. ロッカーにログインします。 

2. 共有したいプログラムを指定します。 

「マイロッカー」タブで、共有したいプログラムの「共有する」チェックボックスをチェ

ックします。 

3. 公開キー（パスワード）を設定します。この公開キーを知っているユーザーであれば、あ

なたの共有プログラムをダウンロードできます。 

「公開設定」タブで、「公開キー」に任意の文字列を入力し、「公開する」ボタンをタッ

プします。（ひらがな、カタカナ、英数字、一部の記号が使用可能） 

↑この部分が抜けているので追加してください 



 

 

 

4. （他の人が自分のロッカーにログインし、）「共有ロッカー」タブで、公開キーを入力し

て「更新」ボタンをタップします。共有可能なプログラムが表示されます。 

5. 必要なプログラムの「読み込み」ボタンをタップし、読み込みます。 
 
4. 「micro:bit」対応 

micro:bitの機能をMind Renderから呼び出して使えるようにしました。例えば、micro:bitの

光センサーの値を読み出して Mind Renderのランプの明るさをコントロールすることができま

す。 

 

[操作方法] 

1. Mind Render用の hexファイルをmicro:bitにインストールします。（hexファイルは

Mind Renderホームページ（https://mindrender.jp/）の「外部機器との接続」からダウ

ンロードできます。 

2. タブレットやスマホの設定画面で Bluetoothをオンにし、micro:bitを接続します。 

3. Mind Render画面でオブジェクトリストの「追加」ボタンをタップし、表示される画面の

「ツール」タブで、「micro:bit」を選択します。 

4. オブジェクトリストにmicro:bitが追加されます。また、Mind Render画面にmicro:bit

の画像が表示されます。画像のダイヤ型のライトが点滅していたら接続完了です。（ライ

トが点滅しない場合は、micro:bitの画像をタップします。） 

5. プログラムを作成します。micro:bitの機能を使うための命令は、命令カテゴリの「応用」

＞「micro:bit」にあります。 
 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

 

Ｖ 1.0.9 

新機能 
1. 「ジュニア」向けコンテンツの追加 

「10歩進む」「右を向く」などわかりやすい命令でプログラミングができる「ジュニア」向け

コンテンツを追加しました。命令の数も必要最低限にしています。 

https://mindrender.jp/%EF%BC%89%E3%81%AE%E3%80%8C%E5%A4%96%E9%83%A8%E6%A9%9F%E5%99%A8%E3%81%A8%E3%81%AE%E6%8E%A5%E7%B6%9A%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E3%83%80%E3%82%A6%E3%83%B3%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%89%E3%81%A7%E3%81%8D%E3%81%BE%E3%81%99
https://mindrender.jp/%EF%BC%89%E3%81%AE%E3%80%8C%E5%A4%96%E9%83%A8%E6%A9%9F%E5%99%A8%E3%81%A8%E3%81%AE%E6%8E%A5%E7%B6%9A%E3%80%8D%E3%81%8B%E3%82%89%E3%83%80%E3%82%A6%E3%83%B3%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%89%E3%81%A7%E3%81%8D%E3%81%BE%E3%81%99


 

 

 

 

 [操作方法] 

1. 命令カテゴリの「設定」を選択します。 

2. 表示される画面で、命令セット「ジュニア」を選択します。 

3. 命令および、ミッションが「ジュニア」向けに切り変わります。 

4. 「Pat」、「Pat ll」のプログラムを作成します。 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

V 1.0.8 

新機能 
1. カメラ命令の追加 

「前」や「後ろ」などの選択肢から選択するだけで、カメラをオブジェクトの前や後ろに簡単

に取り付けられる命令を追加しました。今までのカメラ設定方法も引き続き使えます。 

[操作方法] 

1. 命令カテゴリー（基本）の「カメラ」を選択します。 

2. 一番上に「カメラを [ 自分 ] の [ 前 ] につける」を選択します。 

3. 前、後ろ、上、下、・・・などの選択肢から、取り付けたい位置を選択します。 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

V 1.0.7 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 



 

 

 

V 1.0.6 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

V 1.0.5 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

V 1.0.4 

新機能 
1. 英語版の追加 

英語版を追加しました。端末の言語設定が日本語の時は日本語版が、日本語以外の場合は英語

版と起動します。 

 

2. オブジェクトエリアの並べ替え 

オブジェクトエリアのオブジェクトを並べ替えできるようになりました。 

[操作方法] 

1. 位置を変更したいオブジェクトを長押しします。 

2. オブジェクトが点滅し始めたら、希望の位置まで上下にドラッグ＆ドロップします。 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

V 1.0.3 

新機能 
1. カメラの位置調整 



 

 

 

コントローラーを使ってカメラの位置や角度を変更できるようになりました。オブジェクトの

カメラ位置を調整しやすくなりました。 

[操作方法] 

1. オブジェクトリストの「Camera」の右下にあるチェックボックスにチェックを入れま

す。 

2. 全画面表示にすると、2つのコントローラーが表示されます。「Position」で位置（前

後、左右）、「Rotation」で角度（上下、左右）を変更できます。 

3. プログラムのカメラ設定値を変更します。プログラムの値も変更しないと、新しい位

置・角度に変わりません。オブジェクトリストの「Camera」の右上にある「Abs 

▼」と書かれているエリアをタップ（クリック）します。 

4. オブジェクトの一覧が表示されるので、カメラ位置を調整したいオブジェクトを選択

します。 

5. 選択したオブジェクトのカメラ位置（pos）、角度（rot）が表示されます。それぞ

れ、左から、x、y、zの値です。この値をプログラムのカメラ命令に入力します。 

 

2. 他のミッションへのプログラムのコピー 

プログラムを他のミッションにコピーできるようになりました。 

[操作方法] 

1. オブジェクトリストの「Copy」に、コピーしたいプログラムをドラッグ＆ドロップし

ます。「Copy」にプログラムがコピーされたことを確認します。 

2. プログラムを貼り付けるミッションを呼び出します。（別の実験室のミッションも

可） 

3. オブジェクトリストで、「Copy」を選択します。プログラミングエリアにプログラム

が表示されます。 

4. オブジェクトリストをスクロールし、プログラムを貼り付けるオブジェクトを表示し

ます。（選択はしません） 

5. このオブジェクトの上に、プログラミングエリアからプログラムをドラッグ＆ドロッ

プします。 

 

３．外部コントローラーとの接続 

外部コントローラーとの接続が簡単にできるようになりました。ドローンや車をゲームコント

ローラーで動かせます。 



 

 

 

[操作方法] 

1. 端末とゲームコントローラーを Bluetooth接続します。 

2. オブジェクトリストの「追加」ボタンを押し、「ツール」画面で「GameController」

を選択します。 

3. サムネイルにゲームコントローラーの絵が表示されます。ライトが点滅していれば、

接続が完了しています。 

4. コントローラーを動かしてドローンを飛ばしたり、車を走らせたりできます。 

V 1.0.2 

修正 
軽微な不具合を修正しました。 

V 1.0.1 
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